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Figure 17.12
地学概論A Principles of Earth Science A

第５回．プレート・テクトニクス：地球の大地形との関係

テキスト第１章： p. 32-36 
第３章： p. 84-88 
第３章:  p.  99-117 
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Figure 7.2

大陸地殻上部（2.7g/cm3)：花崗岩など

海洋地殻（大陸地殻下部も 3.0g/cm3）：はんれい岩など

上部マントル（3.3g/cm3）： かんらん岩など

テキスト p. 42 図１-１５ を参照
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Wikipedia 「プレートテクトニクス」

Figure 15.3

アルフレート・ヴェーゲナー

Alfred Lothar Wegener
(1880-1930)

アルフレッド・ウェゲナー

1910に海岸線の特徴に

気付いて着想し、

1912のドイツ地質学会

で大陸移動説を発表。

気候学で多大な業績

1915年 主著『大陸と海洋の起源』を発表。

（以下Wikiより引用）

●地質学・古生物学・古気候学などの資料を元にし

て、中生代には大西洋は存在せず、現在は大西洋

をはさむ四大陸が分離して移動を開始、大西洋が
できたとする「大陸移動説」を主張。

1929年 『大陸と海洋の起源』 第4版
●南北アメリカ大陸だけでなく、こんにち存在するす
べての大陸は1つの巨大大陸「パンゲア」であった

が、約2億年前に分裂して別々に漂流し、現在の位

置および形状に至ったとする説を発表。

●各大陸の岩石の連続性や氷河の痕跡、石炭層

や古生物の分布などから漂流前の北アメリカとユー

ラシア大陸が１つのローラシア大陸であったこと、

南アメリカとアフリカがゴンドワナ大陸であったこと
を説いた。

●しかし当時の地質学者たちは化石に基づく研究

から彼が主張する大陸移動の根拠を「陸橋説」で説

明し、「大陸は沈む事はあっても動くことはない」（現

在では誤りと判明）として批判した。特に大陸移動

の原動力をうまく説明できなかったヴェーゲナーの
説は、またも完全に否定された。第4版ではマントル

対流に言及したが、大陸移動の原動力と彼自身が
気づかなかったのである（没後の第５版でも）。

Figure 15.2
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Figure 15.6

Figure 15.5
陸橋説

大陸移動説
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（中央）海嶺

Figure 15.22
1960年代： 中央海嶺を

挟んで対称な

●海底の年代

●海底の縞磁気模様

（熱残留磁気）

が発見され、世界中の海が調査
された →
海洋底拡大説（ロバート・ディー
ツ））だけでなく、

「マントル対流がプレートの動き

の原動力である」という決定的な
証拠。

→ 1968年 ツヅー・ウイルソンが

プレートテクトニクスとして完成

（地磁気と岩石の関係：

詳しくは地学概論Bなどの

授業で）
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３種類のプレート境界（Wiki）

発散型
収束型

トランスフォーム型

発散型（Divergent Boundary):
例：大西洋中央海嶺（Mid-Atlantic Ridge) など

Figure 7.16

玄武岩質マグマの供給

熱水噴出孔（チムニー）

Figure 16.11

地溝帯（Rift, Rift Valley)
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（スーパー）プルームなど

地溝帯（Rift, Rift Valley)

Figure 15.12

地溝帯（Rift, Rift Valley)

大地溝帯・
アフリカ地溝帯

トランスフォーム断層：

単なる「横ずれ断層」

ではない。
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Figure 15.17

サンアンドレアス断層

トランスフォーム断層であるだけでなく、
トランスフォーム型プレート境界であ
る。

収束型境界（convergent boundary）：

沈み込み型（subduction zone): 

大陸縁

島弧

衝突型（collision zone): 大陸内部
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Figure 7.17
衝突型

海溝

付加体 前弧 背弧

プレート運動の原動力: マントル対流 → プルームテクトニクス
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ホットプルーム

コールドプルーム

Figure 15.18 Figure 2.3
花崗岩

石英

普通角閃石・
ホルンブレンド 長石
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Figure 2.23 (bottom 2) Figure 2.20 SiO 四面体4

Figure 2.23ケイ酸塩鉱物 Figure 3.14B

例外「鉱物でない物」。

つまり、結晶にみられる、

決まった化学組成や

原子配列を持たない。
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Figure 3.6 Figure 2.2

来週の授業とテキストの関連

第６回． 堆積環境（山から川・海へ）とプロセス（１）

第４章１of２: p. 120-132 
第７章２of５: p.231-233 

鉱物 （本日の続き）

第２章 p.48-56


